
「まちづくり提案事業」選定事業の概要（上町台地マイルドＨＯＰＥゾーン協議会）

団体名

代表者名

カテゴリーコース A新しい地域魅力の発掘

事業のテーマ・タイトル

主　旨

内　容

団体名

代表者名

カテゴリーコース A新しい地域魅力の発掘

事業のテーマ・タイトル

主　旨

内　容

団体名

代表者名

カテゴリーコース A世代間交流

事業のテーマ・タイトル

主　旨

内　容

小野千佐子

竹村　伍郎

上町台地における地域コンサートの開催

世代間をつなぐ「子どもアート」プロジェクト2015～多様な表現形態から～

一昨年度より、アートを架け橋として、生老病死のライフステージを見つめてきたお寺で、日常から逸脱した「非日
常」ではなく、日常を見つめ直し、新たな社会を創りだすチカラを得るために、「異日常」の場に身を置くという創造
的な環境を創り上げてきました。昨年は一つ一つの場を作る過程と内容に重点を置いたアートプロジェクトを行い
ましたが、昨年度のプロプラムを創造する上での実践の細やかな知恵を活かし、今年度は2日間の大きな祭典
（フェスティバル）を行うことで、地域に場を広く開き、異なる世代の子どもやおとなが、同じアート・表現のプログラ
ムを通して、「夢中のトンネル」の中で自己を表出し、地域コミュニティの中での世代間をつなぐ学びと表現の場を
つくることを提案します。

西島　宏

上町台地において、音楽活動を行っている団体・学校などに広く参加を呼びかけ、この地域にお住まいの方々、
興味をお持ちの方々を対象に地域コンサートを行う。音楽を通じて、地域の諸音楽団体と住民の方々との交流を
図るとともに、双方ともが上町台地への愛着を深めることを目的とする。

應典院寺町倶楽部

約１４のプログラム、最大500名の定員で、子どもとおとなが多様多種なアートの活動に参加してもらう祭典としま
す。いつも出逢う「芸術」「美術」・「アート」ではなく、ちょっとした〈ひねり〉や〈ずらし〉を加えることで、世代間の違い
から立ち上がってくる新しい感覚やみずみずしい表現を大事にする表現と気づきの祭典（フェスティバル）としま
す。五線譜にない音楽、墨と絵巻での絵画、水の彫刻、透明の水での書道、下に向いている指人形、作曲家の性
格を知るピアノコンサート、台詞に焦点をおいた演劇、お寺の楽器と声明、絵本による哲学対話など、見たことの
あるものもあれば、初めて出会うものもある、そんなアートにどっぷり浸る2日間の中で、乳児から小学生の子ども
たちを中心とし、中高生や大学生はボランティアとして、おとうさんやおかあさん、おじいちゃんおばあちゃんまで
も、子どもたちと一緒に体験できる場を創り出します。また、独身の方たちの単独参加も歓迎しているプログラムと
して、世代間の対話や共感をよぶプログラムとします。

小野千佐子（くる～ず味原）

味原町PRプロジェクト～あじはら一箱古本市～

・味原町内の企業、店舗、民家、マンションのエントランスなどの軒先で、一箱古本市（一箱に入れた古本の販売
会）を行い、味原町ににぎわいを創出する。※一箱古本市の詳細は別紙１を参照ください
・町会、企業、個人のそれぞれの立場で、味原町を舞台とするイベントに参画することで、連携を深める。
・上町台地や隣接区の人びとが味原町を訪れるきっかけをつくり、味原町の良さを体験してもらう。

NPO法人　まち・すまいづくり

鶴橋と玉造エリアに挟まれ、知名度が低い味原町を、上町台地や隣接区を生活圏としている人びとに認知しても
らうことを主旨とする。同時に、味原町で暮らし、仕事場とする人びとのコミュニティー育成を目ざしている。

当団体が８年間、「一心寺」「山本能楽堂」「大阪市立美術館」などの上町台地に縁のある会場で計３０回開催して
きた「うえまちコンサート」。一流の演奏者を招き実践してきたノウハウを活かし、今後はより市民感覚が強い企画
内容とします。演奏者はエリア内の学校や音楽団体とします。広報、集客はチラシやwebサイトだけでなく、当団体
が毎月発行する地域情報紙「うえまち」も活用します。今まで上町台地を特に意識していなかった幅広い層の方々
に、音楽を通じて、上町台地を意識していただくとともに、演奏者と地域住民・訪問者相互の交流を促すものとしま
す。

※各欄の内容は応募申込書より転載
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カテゴリーコース Ｂ 一般事業
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主　旨

内　容

団体名

代表者名

カテゴリーコース Ｂ 一般事業
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内　容

上町台地の煎茶・文人文化　伝承と発進

上町台地で伝えている煎茶文化を、国の登録文化財「佃家煎茶室」から、若い世代や上町台地の文化に興味を
持たれている一般の方々に公開する。

上町台地に残る国の登録文化財「佃家煎茶室」（嘉永元年築）にて、以下の事業を10回程にわけて行う。
①煎茶と上町台地の関わりをテーマにした講演会と、今後煎茶をどう伝えていくかについてのパネルディスカッ
ション
②若い世代（大学生・高校生）を対象とした煎茶体験ワークショップ
③一般の方々を対象とした煎茶体験ワークショップ
（②と③のワークショップには、建物見学を含む。）
①は1回、②と③は数回にわけて行う。

佃　梓央

大阪歴史博物館やNHK大阪放送局、地域のNPO等が連携し、文化資源が集積する難波宮の歴史を学びます。
参加型、ワークショップ形式を取り入れ、大人も子どもも楽しく学び、ふれあうこととし、次世代を担う子どもたちを
育み、地域社会全体へ貢献したいと考えています。

下田　三七男

「難波宮で学ぶ！遊ぶ！体験する！」をテーマに下記の催しを行う。
上町台地を代表する文化資源である難波宮について、市民に向けて最新の研究成果や情報を提供する講座を
開催。
①講演会「難波宮と古代の難波」
　　平成27年7月26日（日曜日）午前10時から12時
　　場所　大阪歴史博物館　講堂
＊演奏、体験　午後1時から4時
　　場所　大阪歴史博物館　1階エントランスホール
　　　　　NHK大阪放送局アトリウム
　　出演　女人舞楽原笙会　相撲甚句会
　　　　　古代衣装ファッションショー
　　　　　考古学を体験（大阪文化財研究所）
　　　　　さをり織り体験NPO法人さをりひろば
　　　　　手作りおもちゃ（OKG23）　　他

NPO（非営利活動団体）OSAKAゆめネット

難波宮で学ぶ！遊ぶ！体験する！難波宮フェスタ2015

佃　梓央

※各欄の内容は応募申込書より転載


